
 

 

始業式での校長先生のお話 
“挑戦の価値は 結果ではなく その過程にある” 

 

 

 

 

 

 

 

 ２９日間の夏休みを終え、８月２２日から２学期が始まりました。始業式が行われた初日は、半日授業の日課

で、久しぶりの学校に体を慣らすところからスタートしました。翌週も、週の前半は４時間や５時間日課で生活

しながら、少しずつ学校の生活ペースを取り戻してきました。まだまだ日中は残暑が厳しい中ですが、子どもた

ちは授業や生徒会活動、部活動に一生懸命取り組んでいます。本年度の２学期は、全部で８４日間の登校日数が

あります。一年で最も長い学期となるため、自分の目標や決意をもち、充実した学校生活になることを願ってい

ます。 

 

 

 

 

 

本日より２学期です。先ほどは、作文発表をしてくれた代表生徒の皆さん、 

ありがとうございました。いずれも２学期の行事を見通しながら、力強く目標 

を発表してくれました。 

さて、この夏休みも大会やコンクールでたくさんの菅中生が活躍したことの報告を受けました。また、広島平和祈念式

典、そして松本市平和祈念式典においても、２年生の丸山恋さんが菅野中学校の代表生徒として臨み、その責務をしっか

りと果たしてくれました。みなさんはどのような夏休みとなりましたか？長期休みにしかできない活動や体験を通して、

充実した休みとなったのであれば、嬉しく思います。ちなみに私は、先生方と松本市博物館、松本城を訪ねたこと、宮本先

生に教わりながらハンコづくりをしたこと、そして市や地域の平和祈念式典に臨んだことが大変印象に残っています。先

生方と行った研修の様子は生徒昇降口にも掲示されますのでまた見てください。 

本日から、２学期が始まります。そのスタートに当たり今回は生徒会スローガン「協力」のサブテーマ「広がる挑戦」に

寄せて、お話をしたいと思います。先ほどの３人の決意発表もいわば、それぞれの「挑戦」です。みなさんは、２学期どの

ようなことに挑戦しようと考えていますか。テストの得点を何点上げる。英検３級に合格する。新人大会を勝ち抜いて県

大会に出場する。文化祭で心を一つにした合唱を披露する。記憶に残る演奏をする、素晴らしいステージバックを披露す

る。個人の挑戦、仲間との挑戦、とその挑戦の中身も様々だと思います。 

「挑戦」はよく目にし、耳にする言葉の一つであり、多くの人が素晴らしいこと、価値あることだと考えます。なぜでし

ょう。挑戦の価値はどこにあるのでしょうか。みなさんにもぜひ考えてもらいたいと思い、次のような言葉を用意しまし

た。「挑戦の価値は結果ではなく、その〇〇にある。」これは、あるアスリートが、試合に負けた時に語った言葉です。 

みなさんは、〇〇に当てはまる言葉は何だと思いますか。ちなみに漢字二文字になります。そうですね。時間を２分ほど

取りますので、近くの人と４人グループをつくって話し合ってみましょう。理由も言いながら伝えあえると素晴らしいで

す。（話し合い後、数名の生徒が理由も述べながら発表） 

皆さんの考えは、いずれも正解だと考えます。ちなみに、このアスリートは挑戦の価値は「過程」にあると語っていま

す。確かに、挑戦しても、目標達成できないこと、成功せずに失敗することもあります。また挑戦するにあたっては、友達

からからかわれるのではないか、「目立つ」と見られるのではないかと周りを気にしたり、あるいは失敗することを恐れ

て、「だったら挑戦しない方がいい」と考えたりする人もいるかもしれません。しかし、挑戦の価値はその結果だけではな

いということです。私も「挑戦」することは、その過程に価値があるから、大事だと考えています。つまり挑戦する過程で

大切な学びや成長もあるということです。もちろん挑戦した結果、良い結果となることがベストですが、たとえ失敗して

も、それが自分自身の貴重な経験、糧となり、また次への一歩、次への挑戦へと踏み出していく力になっていくと思いま

す。３年生のみなさん、最後の大会やコンクールを振り返って、どうでしょう。みなさんの最後の挑戦の結果は望んだも

のでは無かったかもしれませんが、それまでの過程は決して無駄なものでは無かったはずです。それまでの２年余りの取

り組みや努力は、大切なものを得る機会、大事なことを学ぶ機会、そして自分を大きく成長させる機会となったのではな

いでしょうか。 

みなさん、挑戦することを恐れてはいけません。人の挑戦を笑ってはいけません。みなさんは若く、未知の可能性をも

っています。どんどん挑戦していってほしいと思います。 

「協力 つながる心、広がる挑戦」、互いに励まし合いながら挑戦し、その挑戦が広がっていく菅野中になればいいな

と思っています。長い２学期ではありますが、張り切ってスタートを切りましょう。 
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◆◇◆１０月の主な行事予定◆◇◆ 

 

１０月 １日（水）  スポーツ活動運営委員会② 

    ２日（木）  生徒集会・生徒会 

３日（金）  小運動会リハーサル 

４日（土）  中信新人大会（ソフトテニス） 

６日（月）  小運動会リハーサル予備日 

８日（水）  ２学期中間テスト①・３年総合テスト② 

   ９日（木）  ２学期中間テスト② 

  １０日（金）  集金日 スクールカウンセラー来校（ＡＭ） 

  １１日（土）  中信新人大会（野球） 

   １２日（日）  中信新人大会（野球） 

１３日（月・祝）中信新人大会（ソフトテニス） 

１６日（木）  須賀野祭① 

１７日（金）  須賀野祭② 

１８日（土）  新人大会（バスケ・野球・ソフトテニス・卓球・新体操） 

１９日（日）  新人大会（野球・卓球） 

２２日（水）  歯科検診 

  ２４日（金）  漢字検定 

２５日（土）  新人大会（バスケ・ソフトテニス・剣道） 

２６日（日）  新人大会（剣道） 

  ３０日（木）  ２年血液検査 スクールカウンセラー来校（１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月４日に学校保健委員会がありました。本年度は

小学校との合同開催で行い、メディア、特にスマート

フォンの使用の仕方について、本校の実態を実際に見

ながら、お話ししていただきました。スマートフォン

は今の生活の中で切っても切れないものではあるけ

れど、使い方次第で自分自身が犯罪に巻き込まれた

り、勉強の時間が減ったり人間関係が壊れてしまった

りすることを実感でき、これから気を付けて使ってい

くことができると良いと思います。 

 

 

 ９月１２日に、３回目の授業参観日がありました。

お忙しい中、足を運んでくださり、ありがとうござい

ました。子どもたちの様子はいかがでしたか。 

参観後のアンケートでは、授業の進め方や子どもた

ちの取り組みについて、前向きな感想をいただいてお

ります。皆様からのご意見を参考にしながら、引き続

き、子どもたちが活躍する学校づくりに取り組んでき

たいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

                     ９月１日の「防災の日」に合わせて、巨大地震を想定 

した避難訓練を行いました。緊急地震速報のアラームが 

流れた後、まず机の下に入って揺れが収まるまで身を守 

る行動をとり、その後の放送の指示で校庭へ避難しました。子どもたちも職員も、緊張感をもちながら厳粛

な雰囲気の中で動きを確認することができ、有意義な訓練になりました。いざという時には、今回の訓練の

ように慌てずに、整然と避難できるようにしていきたいですね。松本市は、糸魚川-静岡構造線断層帯が通っ

ており、日頃からの巨大地震への備えが欠かせません。今回のような訓練を定期的に行うのはもちろんのこ

と、家庭でも、落下物や家具の固定等について改めて確認してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防災の日」 
地震を想定した 

全校避難訓練 

夏休み中に 

先生たちも研修会で 

学び合いました 

 
ありがとうございました 

第３回授業参観日 

松本市立博物館、松本城の見学を

通して、探究的に学ぶことの良さ

や魅力を体感してきました。 

 
小中合同でのメディアリテラシー講演会 

学校保健委員会 

★朝晩は日中の気温差が大きく、体調を崩しやすい時期です。疲れも出てくる頃かと思います

ので、休養や睡眠時間の確保を大切にしてください。 


